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＜連絡事項＞
・南Bユニットのオムツカートは特浴室へ保管場所変更としていましたが、モニター等を置いている倉庫に変更とします。

＜患者様連絡事項＞
・菰田　靜子様～経管栄養カテーテル弄り頻回。馬渡Drへ報告し適宜ミトン装着　　　　　の指示受ける。

・坂本　愛子様～明日14:00から主治医面談の件、高橋Drへ連絡し了承を得る。

・久保田　トキ様～本日で点滴終了。観察室からA114へ移動。
・木村　桂子様～療養環境変更目的にてB104→A113へ移動となる。

＜退院支援関連＞
・小林　榮子様～担当ケアマネ面会あり、ケアマネより今後施設入所のためというワードを出すと「私は誰の世話にもなりません。家で生活できます」と訴える。本人退席してもらい、看護師対応している。ケアマネより「娘様が説明して一緒に行けばついていきますかね」と質問あり、やってみなければわからない部分もあるが環境に慣れるまで数日あるかもしれないが、当院としては退院できるのであれば退院でお願いしたいこと説明したところ、申し込んでいた有料サンライズが空きがでたということなので、早急に娘様と相談し退院の調整をしてみるとのことであった。

＜田名部Dr.診察情報＞
・処方変更なし。

＜皮膚科Dr.診察情報＞
・松村　俊雄様～仙骨部悪化あり、ブロメライン軟膏へ変更指示あり。

・三浦　郁子様～左腸骨に新たに潰瘍形成あり、ゲーベン処置の指示受ける。また仙骨から臀部にかけての潰瘍について、市民病院への他科受診の準備をすすめて行く様指示受ける。

・類家　靜子様～臀部治癒となる。

・向井　マサ様～両肩に掻き傷あり。タベジール処方となり、内服開始となる。デルモゾール軟膏処方となる。

・田村　ウメ様～左眼外側から左額部にかけて皮膚肥厚　軽度発赤、落屑、掻痒あり。デルモゾールDP軟膏塗布の指示受ける。

・神成　理紀之介様、北野　恵一様～タベジール内服継続。

以外の患者様、処方・指示変更なし
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＜要注目患者様情報＞
・松村　俊雄様～各食全量摂取。バイタルサイン異常なし。指示の点滴トラブルなく経過。痰鳴なく休まれている。

・久保田　トキ様～各食全量摂取。バイタルサイン・指示の点滴トラブルなく経過。湿性咳嗽軽度あり。
	
・三浦　郁子様～バイタルサイン異常なし。12:00血糖測定245mg/dlスライディングスケールに従いアピドラ２E施行。各食1/2摂取。補液対応中。
		
・船越　尚子様～各食1/4摂取。スタッフ介入時笑顔みられる。不安・不満表出なし。

・上野　カヨ様～不安感は続いているが、スタッフに話すと切り替えることが出来ている。アジテーション症状見られず、落ち着いている。

・中川　秀雄様～易怒性なく経過。アジテーション症状見られず、日中は穏やかにすごされている。

